
桜満開の『猪名川体感ウォーク』を開催
～ウォーキングを通して猪名川の河川環境と河川改修効果を学習～

～猪名川河川事務所～

H29.4.6

■日 時 ： 平成２９年４月６日（木） １０時３０分～１２時３０分
■場 所 ： 尼崎市園田付近
■参加人数 ： 約50名
■内 容 ： ウォーキングを通じて猪名川の水質改善及び河川改修の効果を説明

開催概要

平成２９年４月６日、神崎川水質汚濁防止連絡協議会 猪名川分科会の主催で『いながわ体感ウォーク』を実施しま
した。 これは、猪名川の河川環境改善などを多くの参加者に知っていただくことを目的として企画したウォーキングイ
ベントです。 今回のイベントを通して、猪名川で最もＢＯＤ値の高かった地点の水質が昨年度大幅に水質が改善され
たこと、約50年前に実施された猪名川の捷水路事業により洪水が河川を安全に流れるようになったこと等を参加者に
説明しました。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 工務課
〒563-0027 大阪府池田市上池田2-2-39 TEL 072-751-1111（代）

説明の様子１

【猪名川旧堤防と河道改修の説明】
園田に残る旧堤防跡（現在は公園）で、かつての水害の様子や、昭和３０年代から始まった捷水路工事によって洪水
が河川を安全に流れるようになったこと等を説明しました。春休み期間中ということで、小学生も多く参加しており、治
水の効果を学習してもらえました。

説明の様子２

【神崎川水質汚濁防止連絡協議会猪名川分科会主催＝『いながわ体感ウォーク』】

【利倉地点の水質改善の説明】
観測地点上流にある原田下水処理場の処理の高度化が進んだことで、平成２８年度の利倉地点の年平均ＢＯＤ値
が昨年度の６．０mg/Ｌから３．４mg/Lに大幅に改善したことを説明しました。
また、当事務所職員が現場で簡易水質試験（パックテスト）を行い、利倉地点の水質が他地点と比べて悪くないことを
解説するとともに、ジュース等を少し混ぜるとたちまち水質が悪くなることを体験してもらいました。

約50年前の捷水路事業


